はつがま きせい 

発芽 を 待つ ものである。 しかもけ つして 既成の 

つか しゅうきょう どうとく ざんし かめん 

疲れた 宗教 や、 道徳の 残滓 を、 色 あせた 仮面 

じゅんしん しんい しょゆうしゃ あざむ あた 

によ つ て 純真 な 心意の 所有者た ちに 欺 き 与え 

ん とする もので はない。 

これら は 新しい、 よりよ い 世界の 構成 材料 を 

ていきょう まった 

提供し ようと はする。 けれども それ は 全く、 

みち た きょうい あたい じしん 

作者に 未知な 絶えざる 驚異に 値 する 世界 自身 

まって，；" きけ、， こ 

の 発展であって、 けっして 畸形に 捏ね あげられ 

すす > ろ 

た 煤 色の ュ— ト ピアで はない。 

これら はけつ して 偽 でも 仮 空で も 窃盗で もな 



だいいつ さつ こふ-つ どうわ けいしき 

の 第一 冊で まず その 古風な 童話と しての 形式と 

地方色 〔# 「地方色」 は 底本で は 「地方 名 匕 と を 

るいし ゆう つぎ へ ん 

もって 類 集 した ものであって 次の 九 編から な 

る。 

目次と その 説明 

ちゅうもん りょうりてん なかと びら 

(中略、 ここに 「注文の 多い 料理店」 の 中 扉の 

カット を 挿入 して ある) 

1 どんぐりと 山猫 

やまねこ はい はがき 

山猫 拝と 書いた おかしな 葉書が 来たので、 こど 

もが 山の 風の 中へ 出かけて 行く はなし。 必ず 

ひかく がくどう 

比較 をされ なければ ならない いまの 学童た ちの 



ないおう はんきょう 

内奥からの 反響 です。 

2 狼 森と 笊 森、 盗 森 

げんしてき こうしょう しぜん じゅんい に めん 

人と 森との 原始的な 交渉 で、 自然の 順 違 二 面が 

あた なが いんしょう こども 

農民に 与えた 永い 間の 印象です。 森が 子供ら 

のうぐ さが 

や 農具 を かくすた びに、 みんな は 「探しに 行く 

さけ こ 

ぞぉ」 と 叫び、 森 は 「来お」 と 答えました。 

3 烏の 北斗七星 

たたか ないてき かんじょう 

戦う ものの 内的 感情 です。 

4 注文の 多い 料理店 

しんし リ よう みち まよ ちゅうもん 

二人の 青年 紳士が 獵に 出て 路を 迷い、 「注文 

りょうりてん とほう 

の 多い 料理店」 に はいり、 その 途方もない 



経 化 者から かえって 注文され ていた はなし。 糧 

とぼ とかい ぶんめい ほうし 

に 乏しい 村の こどもら が、 都会 文明と 放恣な 

かいきゅう たい はんかん 

階級 とに 対する やむ にや まれない 反感です。 

5 水仙 月の 四日 

ケット かつ どうな ベ ほのお 

赤い 毛布 を 被ぎ、 「カリ メラ」 の 銅 鍋 や 青い 焰 

を 考えながら 雪の 高原 を 歩いて いた こどもと、 

ゆきば ゆき 才 イノ ゆき わらす 

「雪 婆 ンゴ」 や 雪 狼、 雪 童子との ものがたり。 

6 山男の 四月 

四月の かれ 草の 中に ねころんだ 山男の 夢です。 

からす ほくとしちせい 

烏の 北斗七星と いっしょに、 一つの 小さな こ 

ころの 種子 を 有ち ます。 



7 かしわば やしの 夜 

ちちい ろ 

桃色の 大きな 月 はだん だん 小さく 青 じろ くな リ、 

かしわ は みんな ざわざわ 言い、 画 描き は 自分の 

く つ えんぴ つ けず へ ん 

靴の 中に 鉛筆 を 削って 変な メタルの 歌 をうた う、 

おど だ い 

たのしい 「夏の 踊りの 第三 夜」 です。 

8 月夜の でんしんばしら 

なま リぃ ろ 

うろこぐもと 鉛色の 月光、 九月の， X -— ハトヴ 

てつどうせんろ ない そう 

の 鉄道線路の 内 想です。 

9 鹿 踊りの はじまり 

わか おお あい かんじょう 

まだ 剖れ ない 巨き な 愛の 感情です。 すすきの 

むか せっかつ こだち 

花の 向い 火 や、 きらめく 赤褐の 樹立の なかに、 



底本： 「注文の 多い 料理店」 角 川 文庫、 角 川 書店 

1996 (平成 8) 年 6 月お 日 改訂 新版 発行 

1997 (平成 9) 年 5 月お 日 改訂 4 版 発行 

※ 「(中略、 〜ご は 編集者に よる 注記です。 創作的 表 

現に は あたらな いと 判断し、 底本 通りと しました。 

※底本の 「地方 名」 を 「地方色」 に 改める にあたって 

は 「宫沢 賢 治 全集 8」 (ちく ま 文庫、 1986)、 「注文の 多 

い 料理店」 (新潮 文庫、 1990) を 参照し ました。 

※傍点 は 原文 (初版 本 刊行 時の 広告ち らし) で 赤刷リ 

された 文字 を 表します。 
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